
堺
鳳
駅
南

地
域

堺
市
西
区
の
区
域
の
う
ち
、
鳳
東
町
一
丁
か
ら
五
丁
ま
で
、
鳳
南
町
一
丁
か
ら
四
丁
ま
で
及
び
上

（
府
道
大
阪
和
泉
泉
南
線
の
東
側
端
線
と
鳳
南
町
五
丁
と
上
と
の
境
界
線
と
の
交
会
点
を
起
点
と

し
、
順
次
同
境
界
線
、
鳳
南
町
四
丁
及
び
鳳
南
町
三
丁
と
上
と
の
境
界
線
、
堺
市
と
高
石
市
と
の

境
界
線
、
六
百
五
十
一
番
一
と
六
百
五
十
四
番
一
と
の
間
の
道
路
の
南
側
端
線
並
び
に
府
道
大
阪

和
泉
泉
南
線
の
東
側
端
線
を
経
て
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
に
限
る
。）の
区
域

第
一
条
の
表
守
口
大
日
地
域
の
項
中
「
ま
で
、」を
「
ま
で
及
び
」
に
、「
、
大
日
東
町
」
を
「
の
区
域
並
び
に
大
日
東

町
」
に
改
め
、「
市
道
梶
一
号
線
」
及
び
「
市
道
梶
二
号
線
」
の
下
に
「
の
南
側
端
線
」を
加
え
、「
以
北
の
区
域
に
限
る
」

を
「
の
南
側
端
線
以
南
の
区
域
を
除
く
」
に
改
め
、同
表
岡
山
駅
周
辺
・
表
町
地
域
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

広
島
紙
屋

町
・
八
丁

堀
地
域

広
島
市
中
区
及
び
南
区
の
区
域
の
う
ち
、
市
道
南
一
区
十
二
号
線
と
猿
猴
川
と
の
交
会
点
を
起
点

と
し
、
順
次
同
河
川
、
市
道
南
一
区
駅
前
吉
島
線
の
西
側
端
線
、
市
道
南
三
区
中
広
宇
品
線
、
市

道
南
三
区
三
号
線
、
市
道
南
三
区
七
号
線
、
市
道
中
一
区
百
五
号
線
、市
道
中
一
区
九
十
一
号
線
、

市
道
中
一
区
百
八
号
線
、
市
道
中
一
区
九
十
八
号
線
、
市
道
中
一
区
中
広
宇
品
線
、
一
般
国
道
五

十
四
号
線
、
市
道
中
一
区
八
十
八
号
線
の
北
側
端
線
及
び
同
線
を
延
長
し
た
線
、
旧
太
田
川
、
一

般
国
道
百
八
十
三
号
線
、
市
道
中
一
区
二
百
十
五
号
線
、
市
道
中
一
区
二
百
七
十
三
号
線
、
市
道

中
一
区
二
百
七
十
四
号
線
、
一
般
国
道
五
十
四
号
線
、
市
道
中
一
区
二
百
五
十
六
号
線
、
市
道
中

一
区
御
幸
橋
三
篠
線
、
市
道
中
一
区
駅
前
吉
島
線
、
市
道
中
一
区
比
治
山
庚
午
線
、
市
道
中
一
区

百
三
十
九
号
線
、
市
道
中
一
区
百
六
十
六
号
線
、
市
道
中
一
区
百
四
十
四
号
線
、
市
道
中
一
区
百

五
十
九
号
線
、
市
道
中
一
区
百
四
十
二
号
線
、
市
道
中
一
区
百
五
十
三
号
線
、
市
道
中
一
区
百
四

十
三
号
線
、
市
道
中
一
区
百
四
十
七
号
線
、
市
道
中
一
区
百
三
十
四
号
線
、
市
道
中
一
区
百
四
十

六
号
線
、
市
道
南
三
区
十
四
号
線
、
市
道
南
三
区
二
十
五
号
線
、
市
道
南
三
区
二
十
七
号
線
、
県

道
広
島
海
田
線
、市
道
南
三
区
九
号
線
並
び
に
市
道
南
一
区
十
二
号
線
を
経
て
起
点
に
至
る
線（
河

川
又
は
市
道
南
一
区
駅
前
吉
島
線
及
び
市
道
中
一
区
八
十
八
号
線
以
外
の
道
路
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
中
心
線
）
で
囲
ま
れ
た
区
域

省

令

平成年月日 水曜日 第号官 報

第
一
条
の
表
備
考
第
一
号
中
「
、
大
阪
コ
ス
モ
ス
ク
エ
ア
駅
周
辺
地
域
、
堺
鳳
駅
南
地
域
、
堺
臨
海
地
域
及
び
守
口

大
日
地
域
」
を
「
及
び
大
阪
コ
ス
モ
ス
ク
エ
ア
駅
周
辺
地
域
」
に
改
め
、
同
表
備
考
第
二
号
中
「
、
横
浜
山
内
ふ
頭
地

域
」
を
削
り
、
同
表
備
考
第
四
号
中
「
、
堺
東
駅
西
地
域
」
を
削
り
、
同
表
備
考
第
七
号
中
「
、
新
宿
駅
周
辺
地
域
」

及
び
「
、
横
浜
都
心
・
臨
海
地
域
」
を
削
り
、
同
表
備
考
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
二

新
宿
駅
周
辺
地
域
、
横
浜
山
内
ふ
頭
地
域
、
横
浜
都
心
・
臨
海
地
域
、
福
井
駅
周
辺
地
域
、
堺
東
駅
西
地

域
、
堺
臨
海
地
域
、
堺
鳳
駅
南
地
域
、
守
口
大
日
地
域
及
び
広
島
紙
屋
町
・
八
丁
堀
地
域

平
成
三
十
年
六
月

二
十
四
日

第
二
条
の
表
横
浜
都
心
・
臨
海
地
域
の
項
地
域
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

横
浜
市
中
区
の
区
域
の
う
ち
、
常
盤
町
一
丁
目
（
市
道
新
港
第
六
十
三
号
線
及
び
市
道
山
下
町
第
十
五
号
線
以
南
の

区
域
に
限
る
。）、
尾
上
町
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
、
真
砂
町
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
、
港
町
一
丁
目
か
ら
三
丁

目
ま
で
、
羽
衣
町
（
一
般
国
道
十
六
号
線
以
南
の
区
域
に
限
る
。）、
蓬
莱
町
、
万
代
町
、不
老
町
及
び
翁
町
の
区
域
、

扇
町
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
の
区
域
（
市
道
山
下
高
砂
線
以
北
の
区
域
に
限
る
。）、
長
者
町
二
丁
目
か
ら
五
丁
目

ま
で
の
区
域
（
市
道
横
浜
駅
根
岸
線
以
東
の
区
域
に
限
る
。）並
び
に
横
浜
公
園
の
区
域

横
浜
市
中
区
の
区
域
の
う
ち
、
北
緯
三
五
度
二
六
分
四
二
秒
・
四
四
東
経
一
三
九
度
三
九
分
六
秒
・
六
七
の
地
点
を

起
点
と
し
、
順
次
同
地
点
か
ら
北
緯
三
五
度
二
六
分
三
九
秒
・
四
一
東
経
一
三
九
度
三
九
分
四
秒
・
三
〇
の
地
点
ま

で
引
い
た
線
、
市
道
山
下
本
牧
磯
子
線
の
中
心
線
、
市
道
山
下
町
第
三
十
八
号
線
の
西
側
端
線
、
市
道
山
下
町
第
八

十
一
号
線
の
西
側
端
線
、
市
道
山
下
町
第
八
十
二
号
線
の
西
側
端
線
、
市
道
新
港
第
七
十
九
号
線
の
南
側
端
線
、
市

道
山
下
町
第
八
十
四
号
線
の
西
側
及
び
南
側
端
線
、
新
山
下
一
丁
目
と
山
手
町
及
び
山
下
町
と
の
境
界
線
並
び
に
海

岸
線
を
経
て
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

第
二
条
の
表
備
考
第
一
号
中
「
横
浜
都
心
・
臨
海
地
域
、」を
削
り
、
同
表
備
考
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

横
浜
都
心
・
臨
海
地
域

平
成
三
十
年
六
月
二
十
四
日

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

〇
環
境
省
令
第
二
十
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十

五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
平
成
三

十
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
特
に
必
要
と
な
っ
た

一
般
廃
棄
物
の
処
理
を
行
う
場
合
に
係
る
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
二
条
の
七
の
十

六
第
一
項
に
規
定
す
る
環
境
省
令
で
定
め
る
一
般
廃
棄
物

の
特
例
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
年
十
月
二
十
四
日環

境
大
臣

原
田

義
昭

平
成
三
十
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
特
に

必
要
と
な
っ
た
一
般
廃
棄
物
の
処
理
を
行
う
場
合

に
係
る
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
第
十
二
条
の
七
の
十
六
第
一
項
に
規
定

す
る
環
境
省
令
で
定
め
る
一
般
廃
棄
物
の
特
例
に

関
す
る
省
令

（
定
義
）

第
一
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年

法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）及
び
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和

四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）に

お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
平
成
三
十
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
特
に
必

要
と
な
っ
た
一
般
廃
棄
物
の
処
理
を
行
う
場
合
に
係
る

法
第
十
五
条
の
二
の
五
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る

一
般
廃
棄
物
の
特
例
）

第
二
条

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
者
が
、
平
成
三

十
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
特
に
必
要
と
な
っ

た
一
般
廃
棄
物
の
処
理
を
そ
の
処
理
施
設
に
お
い
て
行

う
場
合
に
係
る
法
第
十
五
条
の
二
の
五
第
一
項
の
環
境

省
令
で
定
め
る
一
般
廃
棄
物
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生

省
令
第
三
十
五
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）第
十
二

条
の
七
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
種
類
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
一
般
廃
棄
物
（
当
該
産
業
廃

棄
物
処
理
施
設
に
係
る
法
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
に

係
る
産
業
廃
棄
物
と
同
一
の
種
類
の
も
の
に
限
る
。）と

す
る
。

一

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
破
砕
施
設

廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
（
特
定
家
庭
用
機
器
（
特
定
家
庭
用
機
器

再
商
品
化
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
二

条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
家
庭
用
機
器
を
い

う
。）、
小
型
電
子
機
器
等
（
使
用
済
小
型
電
子
機
器

等
の
再
資
源
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
小
型
電
子
機
器
等
を
い
う
。）そ
の
他
金
属
、
ガ
ラ

ス
又
は
陶
磁
器
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
一
体
と
な
っ
た

も
の
が
一
般
廃
棄
物
と
な
っ
た
も
の
を
含
む
も
の
と

す
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）

二

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
焼
却
施
設

廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類

三

令
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
廃
棄
物
の
破
砕
施
設

木
く
ず

四

令
第
二
条
第
九
号
に
掲
げ
る
廃
棄
物
の
破
砕
施
設

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
破
片
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
不

要
物

五

石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
の
溶
融
施
設

石
綿
含
有

一
般
廃
棄
物

六

令
第
二
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
の
二
ま
で
及
び
第

十
一
号
に
掲
げ
る
廃
棄
物
の
焼
却
施
設

紙
く
ず
、

木
く
ず
、
繊
維
く
ず
、
動
物
若
し
く
は
植
物
に
係
る

固
形
状
の
不
要
物
又
は
動
物
の
死
体

七

令
第
七
条
第
十
四
号
イ
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物
の

最
終
処
分
場

令
第
三
条
第
三
号
ヌ

に
掲
げ
る
水

銀
処
理
物

八

令
第
七
条
第
十
四
号
ロ
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物
の

最
終
処
分
場

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
一
般
廃

棄
物
（
特
別
管
理
一
般
廃
棄
物
で
あ
る
も
の
を
除

く
。）

イ

平
成
三
十
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
生

じ
た
一
般
廃
棄
物
（
北
海
道
の
区
域
内
に
お
い
て

生
じ
た
も
の
に
限
る
。）

ロ

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
一
般
廃
棄
物

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
く
ず
及
び
陶

磁
器
く
ず
（
廃
石
膏
ボ
ー
ド
を
除
く
。）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
破
片
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

る
不
要
物

ハ

次
に
掲
げ
る
も
の
が
混
入
し
、
又
は
付
着
し
な

い
よ
う
に
分
別
さ
れ
た
一
般
廃
棄
物
で
あ
っ
て
、

当
該
分
別
後
の
保
管
、
運
搬
又
は
処
分
の
際
に
こ

れ
ら
の
も
の
が
混
入
し
、
又
は
付
着
し
た
こ
と
が

な
い
も
の

令
別
表
第
五
の
下
欄
に
掲
げ
る
物
質

有
機
性
の
物
質


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